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中
村
氏
は

､

穀
物
條
例
論
争
に

お

け
る

リ

カ

ァ

ド
オ

の

立

場
を

､

･ ｡

由
宇

旨
叫

O

n

咄

ヰ
○

賢
∽

｡

を

中
心

に

し
て

考
察
し

､

か

れ

が

土

地

所
有
や

交

換
債
値
の

理

論
的
解
明
を

は

た

し
つ

つ
､

つ

い

に

投
下
努
働
債
億
説
に

基

づ

く
一

元
的
髄
系
｢

原
理
+

に

い

た
る

す
じ

遥
を

考
察
し

た
｡

多
田

氏
は

､

前
岡
第

一

三

回
大
倉
に

お

け
る

報
告
(

本
誌

算
三

六

春

希

四

靡

参
照
)

に

ひ

き
つ

づ

き
､

■
寛
政
期
社
食
経
済
理

論
研
究
の

一

環
と

し

て
､

松
平
定
信
の

理

論
を

と

り
あ

げ
､

そ
の

内
容
が

､

儒
教
的
信
條
に

ょ

り

な
が

ら
､

賓
際
の

施
政
髄
験
と

結
び

合
っ

て

展
開
さ

れ
､

自
ら

猫
自
の

性
格
を

お
ぴ

て

い

る

鮎
を

指
摘
し

た
｡

日

程
第
二

日

は

午
前
年
後
を

通
じ

て

共
通
論
題
｢

恐

慌
論
+

に

嘗
て

ら

れ
､

次
の

報
告
が

行
わ

れ

た
｡

一

､

二
､

三
､

四
､

五
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且

/ 軌

範
循
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論

ン /

エ
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伊
達
氏
は
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恐

慌
現
象
を

景
気
循
環
の

一

つ

の

さ

け

う
る

局
面
と

し
て
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把
え

る

近
代
経
済
争
の

一

つ

の

型
と

し
て

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ

ー

理

論
を

考

孝

界

滑

息

察
｢

そ
の

第
一

次
よ

り

第
三

次
に

い

た
る

接
近
モ

デ

ル

を

説
明

し
､

と

く

に

新
機
軸
に

つ

い

て
､

そ
の

重
要
性
を

指
示

､

さ

ら
に

か

れ

の

祀

合
学
的

性
椅
に

言
及
し

た
｡

城
座
氏
も

ま

た
､

近

代
経
済
学
に

よ

る

景
気
循
壌
理

論
の

一

代
表
と
し

て

シ

ュ

ビ

ー

ト

ホ

フ

理

論
を

と

り

あ

げ
､

と

く
に

好
況
か

ら

不

況
へ

の

景

気
の

く
ず
れ
に

関
す
る

か

れ

の

理

論
内
容
を

検
討

･

批
判
し

､

一

九

世
紀

末
か

ら
二

〇
世
紀
初
頭
に

か

け
て

の

歴
史
的
状
況
と
の

関

連
に

ふ

れ

つ

つ
､

か

れ

の

理

論
の

性
格
を

明
ら
か

に

し
た

｡

吉
田

氏
は

過
剰
貯
蓄
=

過
少
滑
費
説
が

､

な

に

ゆ

え

増

大
す
る

貯
蓄
率

に

照
應
し
て

投
資
部
門
に

お

け

る

不

均
等
に

高
い

率
で

の

蓄
積
を

も

た

ら

さ

な
い

､

と

す
る
か

に

つ

い

て

分
析
不

十

分
で

あ
っ

て
､

そ

の

鮎
過
剰
投

資
説
の

再
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を

必

要
と

す
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､

と
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投
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決
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と
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慌
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も
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握
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い
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､
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が
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る
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を
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石
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は
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じ
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よ

る
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生

産
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握
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よ

り

つ

つ
､

そ

の

可
能
健
か

ら

現
資
性
に

い

た

る

論
理

を
､
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品
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お

け
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